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第31回全国湖沼河川養殖研究会は北海

道が主催して全国27都道府県の代表を集

め去る10月13日から15日まで 3日間十勝

川温泉観月ホテルで開催された。

この研究会は大正 8年滋賀県において

開催されて以来今回を以て第81回を迎え

たわけである。

本道水産業の現況を見るとき，

1. 北洋においては国際的に漁業の制限

を受けているしO

2. 沿岸漁業は種々の客観条件があり立

直り不可能とまでいわれている現況で

あり，残された1¥:1題としてO

3， 未利用の広大な内|注水面を高度に利

用すること，が要求されなければなら

ないわけである。

この時l乙当り全国から権威ある技術者

を迎えてこの伝統ある研究会が本道で開

催されたことは誠に意義深いことであり

これを機会に本道内水面漁業の飛躍的発

展を期待するものである。(大東記)

第 1日(10月13日)

午前 9時45分，会長(北海道知事代f型

河合水産部長〉の挨拶に始まり水産庁長

官(代理水産庁漁業調整第 2課本間内水

面増殖班長)，全国内水面漁業協同組合

連合会長(代理半田芳夫氏)，北海道鮭

鱒保護協力会連合会長(代理堺副会長〕

からそれぞれ祝辞が述べられ河合道水産

部長が議長となり会議に入った。

午前中は会議のj正常方法，出If'，;議題の

昆案理由の説明および;J(産t(q71FI特に内水

面憎殖についての功労者であった故徳久

三種氏の弔慰に関する堤案と弔慰方法を

議決し本会議を一旦休会。

午後から噌殖分科委員会と水質汚濁分

科委員会の二分科委員会に別れそれぞれ

各議題を討議した。

議題ならびに段案県次のとおり。

第 1分科委員会(増殖関係)出席者50名

番号|議 題|提案県

I護鱒種苗の需給対策と長鱒技休!!の篠iz j長野
1:草f{\の種首供給政びに主~;(\\保護 Ji 埼玉
!体制 | 

3 1信号52持首謀暗黙易会|糊道
4 I 河内プナ卵の輸送効果 ;大阪

|河川における魚類の群集権造の玖 都
|研究

6 I鮭資源の保護について |新潟

|人工湖の生産力決定方法と具体;
|的利用 ;山形
l 養鱒場に発生するアオミドロと
|アミミドロの防除方法 ;茨城

第 2分科委員会(水質汚潟関係)出席者30名

番号|議 題|提案県

1 I 産業廃水の色の表示方法 |福 岡

lウナギの各種pmこ対する水族|
2 試験 1徳島

!亜鉛製錬所排水に対する水族試|
|験 |群馬

4 I澱粉工場廃水除害試験 |北海道

第 2日 (10月14R)

午前9時80分本会議を再会。議長開会

の扶拶の後事務局より今後の議事日程を

説明し，

1. 故徳久三種!氏に対する弔慰文その他
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に関する小委員会報告と弔慰方法の決

定。

2. 養鱒部会経過報告。

3. 第 1日目に討議された第 1および第

2分科委員会の内容についての各委員

長報告と質疑応持。

4. 次期本会開催県の決A。

5. その他会の運営方法の改善や水産地

殖協議会の連絡事項。等の各決定が行

われ，議長の閉会の辞‘で意義ある研究会

を五冬了した。

乙の後，荒井北海道さげます附化場長

の「本道におけるさげます増殖事業」と

!躍する講演と，映画(鮭，さげの産卵)

を11央'デし，佐野1"1場調査課長の「さげの

天然産卵」についての講話(スライドを

使用して説明〕があり一同に深い感銘を

1j-え?こ。

第 3日(10)J15 U) 

午前 71l)j<::l0分，制JJホテルをU¥発，千

代111ならびに幕別さげ捕監iふ幕別なら

びに札内 '14:業i仏面川天然産卵床および

~IIJ ')l~湖手本道J'MIIC'J~菜の現地視察を行い

;: 11 tl.¥1!こわたる全 11紅を終了した。

またこの研究会において本研究会とし

て水産庁長'(1'ならびに淡水区水産研究所

片宛要望書を捉山することが決'議され

?こ。要望事項次のとおり。

1. 水質汚濁制定に関する試験の実施に

ついて

水質の汚濁が魚族の内臓諸器官におよ

ぼす影響は汚水の種類程度によって異っ

た状態を呈するので将来この状態によっ

て汚濁の度合を判定することができるよ

うこれに関する試験を大学等の研究機関

に委託して実施していただきたい Q

2. 水質汚濁防除施設に関する検討会の

問催について

水質汚潟防除施設の改善を図るため各

県で実施または試験中の防除施設の運用

JHt，効果，施設費用等について関係各

県が"七議する機会を早dU、につくっていた

Tごき?こい。

3. 養鱒技術の|句ヒについて

養鱒技1Mの向上を凶るため左，i己の字引

について配志願いたい。

イ)養鱒関係試験研究機関の棋の連緊

を強化すること。

ロ)養鱒技術二ι、の国内留学制度を確立

すること。

ハ〕国の養鱒研究機関を強化してわが

画養鱒技術のセンターとし特に基礎

的な研究を実施していただきたい。

第31回全国湖沼河川養殖研究会を通じて

貴道の増殖事業についての感怨

主
円 木 雄

去る10月市広市外十勝川温泉で開催さ すのlWf化事業，さけの天然産卵場などに

れました。第31回全国湖沼河川養殖研究 ついての講演をうかがったり，その映画

会で，まず第ーにJ~)((におけるさげ・ま を4ド見し，また十勝文j必千代川，干九jJIJの




